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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリンプロテアーゼ阻害因子であるセルピンスーパーファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は主に脳の軸索から分泌され、組織型プラスミノーゲン活性化因子と反応して阻害します。軸索成長の調節とシナプス可塑性の発達に関与していると考えられています。この遺伝子の変異は、家族性ニューロセルピン封入体脳症（FENIB）を引き起こします。FENIBは、変異ニューロセルピンポリマーの蓄積を特徴とする、優性遺伝性の家族性脳症およびてんかんです。同じタンパク質をコードする複数の選択的スプライシングバリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：SERPINI1の欠陥は、家族性ニューロセルピン封入体脳症（FEN1B）の原因です[MIM:604218]。 FEN1Bは、臨床的には常染色体優性遺伝性認知症、組織学的には特異な神経封入体、生化学的にはニューロセルピンのポリマーを特徴とする。,機能：セリンプロテアーゼ阻害剤であり、プラスミノーゲン活性化因子とプラスミンを阻害するがトロンビンは阻害しない。成体神経系におけるシナプス結合の形成または再編成、ならびにシナプス可塑性に関与している可能性がある。組織型プラスミノーゲン活性化因子による細胞損傷からニューロンを保護する可能性がある。,類似性：セルピンファミリーに属する。,組織特異性：主に脳で発現する。,
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	KB細胞溶解液のウェスタンブロット分析、NEUSウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

